
◎ 特別活動・進路指導部門

１ 行事及び内容

（１）研究委員会

ア 第 1回研究委員会 5月 31日（金）
・本年度の活動計画の検討・確認

研究テーマ

会場校

開催期日

当日の日程等

平成 26年度熊本県小中学校特別活動研究大会天草大会までのスケジュール
イ 第 2回研究委員会 7月 23日（火）

・天草大会までの予定、役割分担等

・会場校説明会の分担・準備

ウ 第 3回研究委員会 8月 27日（火）新和中学校
・平成 26年度県特活研究大会についての説明会

・研究概要説明

・大会実施までのスケジュール

エ 第 4回研究委員会 2月 28日（金）実施予定
・年間反省

・次年度の準備

（２）研究大会等

天草郡市小中学校特別活動研究大会 平成 26年 1月 24日（金） 天草市立河浦中学校

・研究主題 （小）よりよい学級や学校生活を創り、人間関係を築こうとする

特別活動の創造

（中）よりよき自分づくりと望ましい人間関係づくりをはぐくむ特別活動

（共通サブテーマ）～合意形成をめざした話合い活動を通して～

・概要 （ア）全体会

・研究の概要説明

・実践発表 児童一人ひとりが生き生きと過ごす学級経営

～話合い活動を通した学級作りを目指して～

発表者 御所浦北小学校 田中一路 教諭

（イ）公開授業 内容１ 学級活動

議題「よりよい学校にしていくために」

授業者 河浦中学校 伊形英朗 教諭

（ウ）授業研究会

（エ）講話「特別活動の現状と課題」

講師：熊本市立春日小学校 校長 清村 幸一 氏

２ まとめ

研究の仮説を「目標と課題を集団で共有し、納得のいく合意形成に向けた効率的な話合い活動を

行えば、課題を解決し、実践しようとする自主的態度や集団の中で自己を生かす能力を育み、よりよ

い人間関係を築くための社会性を醸成しながら、生きる力を育成することができるであろう。」とし、

研究を進めてきた。公開授業では「個人の考えを反映させつつ、小集団での合意形成から学級全体へ

の合意形成につなげる」といった過程において、アンケート調査の事前公表や付箋紙を用いた話合い

活動の進め方などが提案され、参観された先生方と一緒に「折り合いをつける話合い活動」について

考えることができた。


